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茨城県霞ケ浦地方における肝吸虫調査

清水孝雄

新潟大学医学部医動物学教室（主任大鶴正満教授）

(昭和４５年９月１８日受領）

茨城県霞ケ浦および北浦地方は古くから肝吸虫症の流

行地として知られ，井出（1935ａ，ｂ，1936)は肝吸虫寄

生者を本地方住民から高率に見出し，野犬および豚に

も，その寄生のあることを報告した．さらに氏は第一，

第二中間宿主の調査を行なって各種淡水魚から多くの肝

吸虫メタセルカリアを証明し，なかでも住民の好んで生

食するワカサギ，ニゴイなどが有力な感染源であるとし

た．その後，本地方における肝吸虫の調査はほとんど行

われなかったが，戦後，磯田（1952)，稲垣（1954）ら

が淡水魚から少数の肝吸虫メタセルカリアを認め，以前

に比べてかなり減少していることを明らかにした．近年

では横川ら（1963）が行方郡麻生町の２地区における一

般住民の検便を行ない肝吸虫卵陽性者が大和地区で48.6

96，白浜地区で56.7％もあることを報告した．他方，堀

(1965）は主として北浦の淡水魚から本メタセルカリア

を全く検出できなかったと報告したが，鈴木（1967）は

霞ケ浦のヒガイおよびヤリタナゴから極めて少数の肝吸

虫メタセルカリアを見出して全く絶滅したわけではない

と考えた．著者らは茨城県新治郡出島村一般住民におけ

る横川吸虫症を調査した際，たまたま肝吸虫卵陽性者の

多い部落があったので，これらについて疫学的調査を行

ない，霞ケ浦の第一，第二中間宿主についても調べ若干

の知見を得たので報告する．

捨てる．以上の操作を１人につき２回行なって寄生虫卵

の有無を検査したほか，肝吸虫卵陽性者については沈

濱に含まれている虫卵を全部かぞえ，各人２回の虫卵数

を加算して糞便１９中に含まれる肝吸虫卵数（EPG）と

した．

淡水魚の摂取状況：霞ケ浦の主な魚を種類別に生食，

焼く，煮る，食べない，およびそれらの摂取回数の５項

目に分けてアンケート用紙を作り，検便対象者全員に配

布，○印を付してもらうか，直接本人に聞いて記録し

た．

第二中間宿主の調査：茨城県新治郡出島村および稲敷

郡美浦村の漁師から買い求めた霞ケ浦の淡水魚を調査し

た．メタセルカリアの検出法は魚のウロコおよびヒレは

そのまま，頭部，表皮および筋肉は少量づつ２枚のスラ

イドグラスにはさんで鏡検したほか，１部の魚について

は人工胃液消化法をも併用した．

第１中間宿主の調査：美浦村に接した湖岸のくい，水

草，巻網などに付着しているマメタニシを手で採集し

た．

成績

茨城県新治郡出島村一般住民についてＡＭＳⅢ遠心沈

澱法による寄生虫卵検査を実施した（表１）．対象とな

った部落は加茂，赤塚，田宿，崎浜，牛渡兵庫峯，牛

渡房中東，および牛渡房中西のいづれも霞ケ浦沿岸の７

部落であった．検便総数375名のうち肝吸虫卵陽性者は

39名（10.4％）で，その他の寄生虫卵陽性者の多いもの

から列記すると，横川吸虫が圧倒的に多く245名（65.6

％)，以下鉤虫59名（15.7％)，鞭虫５名（1.3％)，毛様

線虫３名（0.8％)，蛆虫１名（0.3％）の順となった．

１．肝吸虫の寄生状況

肝吸虫卵が最も高率に見出された部落は牛渡房中西で

47.1％（８名)，ついで牛渡房中東の28.9％（11名)，牛

渡兵庫峯の22.7％（15名）で，その他の部落はＯ～5.3

％で低率であった．なお各部落の主な職業は牛渡房中西

方法

対象：茨城県新治郡出島村の，主として霞ケ浦に面し

た部落の一般住民を検便の対象とした．

検便および虫卵数の測定：ＡＭＳⅢ遠心沈澱法を採用

した．すなわち各人の糞便0.59を秤量して小試験管に

入れ，水を約７分月まで注いで竹ばしで十分攪伴し１枚

のガーゼでスピックグラスに濾過し，濾液を毎分2,500

巴回転２分間遠心して上清を捨てる．沈置にＡＭＳ液７分

目，ツイーン80を１滴およびエーテル２～３ｃｃを加え管

口を栂指で強くふさいで激しく振とう，これを毎分2,500

回転３～５分遠心して沈法以外を水流ポンプで吸引して

（４６）
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表１茨城県新治郡出島村一般住民の寄生虫卵検査成績

(1966～1968）

部落名検査数肝吸虫横川吸虫回虫鉤虫毛様線虫
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－
０
句
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句
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一
ｍ
叩
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０
ｍ
０
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３（4.5）

３（7.9）

２(11.8）

59(15.7）

２（2.1）

２（5.3）
０

１（1.8）

15(22.7）

11(28.9）

８(47.1）
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28(73.6）

43(68.2）

41(73.2）
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０
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２(3.6）
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６
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７

９
３
６
５
６
３
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０
０
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く１

5(1.3）375３９(10.4）245(65.6）１(0.3）計(96）

表２茨城県霞ケ浦産淡水魚の生食状況（アンケート調査）

(1966～1968）
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の38.2％および牛渡兵庫峯の43.7％が漁業，その他の部

落は大多数が農業であった．肝吸虫卵陽性者合計39名を

性別にみると，男17名，女22名でむしろ女の方が多く，

年令別では60～69歳が13中８名（61.5％）で最も多く，

以下30～39歳の18中９名（50.0％)，７０歳以上の５中２

名（40.0％)，５０～59歳の21中６名（286％)，４０～49歳

の33中８名（24.2％）の順で，３０歳未満には１名も見出

されなかった．また寄生濃度を糞便１９中の虫卵数

(EPG）で表わしてみると，ＥＰＧ１～99が26名で最も多

く，ついでＥＰＧ100～499の９名，ＥＰＧ500～999およ

び1000以上のそれぞれ１名づつで，最高ＥＰＧは約15年

前まで毎日コイを生食したという68歳の女でＥＰＧ4,104

であった．

２．淡水魚の生食状況

霞ケ浦の淡水魚摂取状況は主としてアンケート用紙を

各人に配布，記入してもらったが，一部は直接本人から

聞いて記録した．その結果，本地方住民の大部分が霞ケ

浦の淡水魚を食べていたが，ここにはそれらの生食状況

のみについてまとめてみた（表２）．最も多く生食され

ている魚はシラウオで住民の72.796，ついでコイの34.7

％，以下カムルチイ20.096,ボラ16.0％，ワカサギ11.3

％などの順で，ニゴイについては牛渡房中東および同

じく房中西の２部落だけの調査ではシラウオ，コイにつ

いで，多く生食されている魚であった．さらに肝吸虫卵

陽`性者（26名）だけについて生食状況をみると，シラウ

オは全員が食べており，コイも76.9％で多く，以下ニゴ

イの43.8％，ワカサギ，カムルチイのそれぞれ38.5％，

ボラ30.8％，サヨリ26.9％，フナ23.1％などの順であっ

た．また摂取回数は一般にシラウオを除き年２～３回が

最も多かったが，牛渡房中西部落では月３～４回生食す

るという人が多かった．

３．第二中間宿主の調査

調査した霞ケ浦の淡水魚は出島村（昭和42年11月１日

採集）および美浦町（第１回目は昭和42年11月28日，第

２回目は昭和43年７月25日採集）に水場されたもので合

計15種239尾であった（表３）．出島村の淡水魚はシラ

(４７）
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表３茨城県霞ケ浦産淡水魚における肝吸虫メタセルカリアの寄生状況

(1967～1968）
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４．第一中間宿主の調査

昭和43年７月25日，美浦村に面した霞ケ浦湖岸のく

い，水草，巻網などに付着しているマメタニシの採集を

試みたところ，１人当り約１時間で５個宛のマメタニシ

を見つけることができた．

考察

茨城県霞ケ浦，北浦地方における肝吸虫調査は比較的

少ないようである．古くは井出（1935,1936）の成績が

唯一のもののようで，氏は一般住民および保虫宿主の検

査，さらに第一，第二中間宿主の検索など，全般的な調

査を行なって，はじめて霞ケ浦，北浦地方に肝吸虫の流

行地があると述べた．近年になって磯田（1952)，稲垣

(1954)，堀（1965)，鈴木(1967）らが霞ケ浦や北浦の淡

水魚を調べ，肝吸虫メタセルカリアの寄生数が著しく減

少したことを報告した．人の寄生状況については横ﾉﾉIら

(1963)が麻生町大和地区および白浜地区一般住民の48.6

～56.7％に肝吸虫卵を証明したが，堀（1965）は太洋村

湖岸地区の61％が最高，ついで玉造町地区の3.9％，北

浦村地区の3.8％などの成績を報告した．両者の調査地

区が隣接地域であるにもかかわらず，肝吸虫の寄生率に

大差のあることは疫学的に興味がもたれた．ところが，
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たまたま著者らが横川吸虫症を調査している霞ケ浦の北

岸に面した地域において肝吸虫が多く寄生している部落

と少ない部落があったので，これらについて若干調査し

てみた．

今回の調査の対象となった地域は茨城県新治郡出島村

の７部落で，いずれも霞ケ浦に接近していた．これら一

般住民の肝吸虫寄生状況と各部落の主な職業とを併せ検

討してみると，陽性率の高かった牛渡房中西(47.1％)と

牛渡兵庫峯（22.7％）は部落住民の約40％が漁業に従事

している部落であり，淡水魚と接触する機会が多いと考

えられた．一方，牛渡房中東(28.9％)も肝吸虫卵陽性者

の多い部落であったが，大部分の人は農業に従事してい

た．しかし，この部落は前２部落の問に位置し，淡水魚

の生食の機会は残りの農業を主とする４部落のいづれよ

りも多いと推定された．事実，生食状況のアンケート調

査によっても，牛渡房中東は漁業を主とする前２部落と

ほぼ同様に淡水魚を生食し，これら肝吸虫卵陽`性者の多

かった牛渡３部落は他の４部落に比して一般に淡水魚を

生食する人が非常に多く，好んで食べる魚はシラウオ，

コイ，ニゴイ，カムルチイ，ボラ，ワカサギなどであっ

た．今回の肝吸虫メタセルカリアの検索では特に好んで

生食する淡水魚からはニゴイに１個証明されただけであ

ったが，ヒガイ（大半の人は焼いて食べる）に比較的多

く，タナゴおよびゼニタナゴにも証明されたことや，第

一中間宿主のマメタニシが霞ケ浦にかなり生息している

ことなどから，肝吸虫の第二中間宿主となりうるコイ，

カムルチイ，ワカサギなどにもそのメタセルカリアが少

数ながら寄生している可能性が十分考えられた

以上のように霞ケ浦附近の人々は肝吸虫メタセルカリ

アが少数ながら寄生している魚をかなり食べていること

から，現在でも肝吸虫の感染が全くないとは考えにく

い．しかし肝吸虫卵陽性者率を年令別にみると，高令者

ほど高率を示す傾向がみられ，肝吸虫の寿命が長年にわ

たることから考えれば，今回検出された陽性者の大部分

はかなり以前に感染した虫体がまだ生き残っているもの

と考えた方が妥当かも知れない．

まとめ

霞ケ浦湖岸の茨城県新治郡出島村における肝吸虫を調

査し，次の結果を得た．

１．肝吸虫卵陽性者は牛渡房中西部落が最も高率で

47.1％，ついで牛渡房中東の289％，牛渡兵庫峯の22.7

％，以下赤塚5.3％，加茂2.1％，崎浜Ｌ8％の順で，田

宿部落には検出されなかった．

２．肝吸虫卵陽性の比較的高い牛渡３部落には漁師が

多く，しかも他の４部落に比べて一般に淡水魚（シラウ

オ，コイ，ニゴイなど）を生食している人が多かった．

３．霞ケ浦の淡水魚のうちニゴイ，ヒガイ，タナゴお

よびゼニタナゴから肝吸虫メタセルカリアを検出した．

４．霞ケ浦においてマメタニシンの生息を再確認し

た．

稿を終るに当り御指導御校閲いただいた主任大鶴正満

教授に深く感謝するとともに，本調査に御協力いただい

た広島大学医学部寄生虫学教室斉藤奨助教授，茨城県恵

仁会宮本病院宮本信三院長および同病院検査室，石川祐

夫氏，三輪清敏氏，飯塚正多気氏に対して心からお礼申

し上げる．
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EPIDEMIOLOGICAL SURVEYS OF CLONORCHIS SINENSIS IN KASUMIGAURA

DISTRICT, IBARAGI PREFECTURE, JAPAN

Takao SHIMIZU

{Department of Medical Zoology, Niigata University School of Medicine, Japan)

Epidemiological surveys of Clonorchis sinensis were made in seven communities along the

Lake Kasumigaura of Dejima-mura, Niihari-gun, Ibaragi Prefecture, from 1966 to 1968.

The results were summarized as follows :

1. The highest incidence of Clonorchis sinensis infections among seven communities was

observed in Ushiwata-botyu-nishi (47.1%), the second in Ushiwata-botyu-higashi (28.9%), the third

in Ushiwata-hyogomine (22.7%), subsequently Akatsuka(5.3%), Kamo(2.1%) and Sakihama (1.8%),

but no one in Tajuku.

2. Many fishermen were seen in inhabitants of the former three communities which showed

higher ratios of Clonorchis sinensis infections, and the raw consumption of fresh-water fishes was

recognized to be much more in them than in the other four communities.

3. Clonorchis sinensis metacercaria was found in four species of freshwater fishes, i. e.

Hemibai'bus barbus, Sarcocheilichthyes variegatus, Acheilognathus moriokae and Pseudoperilam-

phus types, which were caught in the Lake Kasumigaura.

4. It was reconfirmed that the first intermediate snail host, Parafossandus manchouricus,

was distributed in the Lake Kasumigaura.
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